
学　校　関　係　者　意　見　等 評価Ⅲ

１　教育・学習内容を充実させ、確かな学力の育成と健やかな体づくりに取り組む

・タブレットや電子黒板の活用等、新しいことをどんどん身につけないといけない先生方は大変であろうと思うが、よく対
応できている。
・体験的な学習や、試行錯誤させる学習を大切にしてほしい。

3.7

２　心の教育を充実させ、自己実現の意識の高揚を図る

・不登校への対応が良くなってきており、ほっとすてっぷの活用等、関係機関との連携が進んできている。
・いくしあ等の関連機関との連携を一層進めてほしい。
・道徳教育を一層充実させてほしい。

3.7

３　家庭・地域・学校の連携を深め、活力に満ちた学校園づくりに取り組む

・道意・元浜・武庫川・大庄西の４地区が合同で自主防災訓練を実施できたことは良かった。
・低学年の昔遊び体験では、地域から多数のゲストティーチャーをお招きして子ども達と触れ合うことができて良かった。
・地域の公園で危ない遊び方をする児童もいるので、注意しているが、学校でも指導してほしい。

3.7

４　安全な教育環境を確保し、防災意識の高揚を図る

・防災訓練への保護者の参加を一層促すと良いのではないか。
・交番に警察の方が不在の時もある。子ども達は地域で活動している時も、安全・防犯の意識をしっかりと持っておく必要
がある。

3.7

■教育目標

・今年度から様々な行事がコロナ禍以前のように実施され、わかば西まつりや体育大会等、盛況で良かった。
・挨拶や言葉遣い等、基本的な部分の指導を充実させてほしい。
・学力向上に関する取組は進んできているので、引き続き頑張ってほしい。
・授業中の子ども達の様子を見てみると、のびのびと学習できていることがわかる。 3.7

■研究テーマ

・挨拶もコミュニケーション能力に関係する部分であると思うので、しっかりとできるようになってほしい。

3.7

■

評 価 項 目 （Ａ：優れている　Ｂ：適切である　Ｃ：おおむね適切である　Ｄ：要改善） 評価Ⅳ

　アンケート等、自己評価の根拠となる資料は適切か A

　自己評価の結果の内容は適切か A

　自己評価の結果を踏まえた今後の改善策は適切か A

　

　　※ 評価Ⅲの基準　　　　 ４：よく取り組んでおり、成果が大きい　　　　　　 　 ３：熱心に取り組んでおり、今後が期待できる
　　　　２：取り組んでいるが成果が十分でない　　　　　　１：取組が不十分である
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